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204 田 中 麻 里
写真13 丘陵地を切り開いて建設されたヌーフン復興住宅：手前緑色屋根がサウジアラビア、赤色屋根
がUMCOR供給、奥の青色屋根が台湾慈済財団供給
写真12 アチェ市郊外のラブイ村にある津波碑（右端）
村に押し寄せた4.6mの津波と同じ高さで作
られている。碑文を読まなくても老若男女だ
れがみてもすぐに理解できる。
写真11 アチェ市内の復興住宅地に設けられた避難標
識
写真10 緊急避難建物の屋上からみた周辺の復興住宅
写真９ アチェ市内海岸部の緊急避難建物と避難標識
海岸部には住民が避難できるよう4階建てで
屋上がヘリポートになった鉄筋コンクリート
の建物。階段とスロープで屋上まであがれる
ようになっている。
写真８ 津波博物館前にある公園
援助してくれた国の数だけ船の形のモニュメ
ントが置かれている。各国の言葉で「ありが
とう、平和」と刻まれている。
写真７ 津波博物館の展示
防災教育ビデオ：地震や津波が起こる仕組み
を解説したあと、避難の仕方や避難時に注意
すること、避難袋に入れておくべき物などに
ついて解説している。子どもが見ても理解で
き分かりやすく作成されている。約15分。
写真６ 津波博物館の展示パネル
写真５ コンペ応募案の一部 津波博物館コンセプト
写真４ コンペによって選ばれた津波博物館
写真３ 津波教育公園の発電タンカー
うちあげられた発電タンカーの上に登ること
ができ、市内が見渡せる。
写真２ 津波教育公園
うちあげられたタンカーの周辺を公園として
整備している。
写真１ 家の上に船がのったまま保存されている
図２ アチェの津波被害（津波博物館展示資料の一部
を撮影）海岸に近い濃い色ほど被害が大きいこ
とを示す。白色はほとんど被害なし。
図１ アチェ市内と郊外の復興再定住地（牧・山本他、
2011、p.841より転載）
写真15 中国宗教財団援助のヌーフン復興住宅・2戸1
住宅
写真14 中国宗教財団援助のヌーフン復興住宅とモス
ク
海を見下ろす丘陵地に住宅地だけでなくモス
クや幼稚園も建設された。
写真13 丘陵地を切り開いて建設されたヌーフン復興住宅：手前緑色屋根がサウジアラビア、赤色屋根
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識
写真10 緊急避難建物の屋上からみた周辺の復興住宅
写真９ アチェ市内海岸部の緊急避難建物と避難標識
海岸部には住民が避難できるよう4階建てで
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